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修正や機能拡張などが繰り返される大規模ｿﾌﾄｳｪｱは,保守性が低下し,更なる修正や機

能追加を行うことが次第に困難となる.そのため,適宜,ｿﾌﾄｳｪｱの再構築を行うことにより,将

来の保守作業のｺｽﾄを低減することが望ましい.ただし,ｿﾌﾄｳｪｱの再構築には,その必要

性があるか否か,再構築した結果が十分かどうかを判断するために,理解性や変更容易性と

いった保守指標を定量的に評価することが必要である.

本論文では,ｿﾌﾄｳｪｱの保守性,特に変更容易性と理解性の評価を目的とした2種類のｿﾌ

ﾄｳｪｱ保守性評価手法を提案する.まず,ｿﾌﾄｳｪｱの変更容易性を評価する手法として,

ｺ-ﾄﾞｸﾛ-ﾝ分析による変更容易性評価方法を提案する.ｺ-ﾄﾞｸﾛ-ﾝとは,ｿ-ｽｺ-ﾄﾞ中

に含まれる同-または類似したｺ-ﾄﾞ断片のﾍﾟｱであり,変更容易性を低下させる原因となる.

提案手法では,ｿﾌﾄｳｪｱに含まれるｺ-ﾄﾞｸﾛ-ﾝの量(含有量)を計測し,ｺ-ﾄﾞｸﾛ-ﾝ含有

量が高いｿﾌﾄｳｪｱの場合,変更容易性が低いと評価する.提案手法を適用するためには変更

容易性が低いと評価するためのｺ-ﾄﾞｸﾛ-ﾝに関する基準(その許容される量や種類)が必要と

なるが,従来明らかでなかった.本論文では, 125個のｵ-ﾌﾟﾝｿ-ｽｿﾌﾄｳｪｱを解析し,許容

される(変更容易性を低下させない)ｺ-ﾄﾞｸﾛ-ﾝの種類,及び,ｸﾛ-ﾝ含有率の平均値,分

散などの統計値を明らかにし,ｺ-ﾄﾞｸﾛ-ﾝの生成に関する変更容易性評価のためのｶﾞｲﾄﾞﾗ

ｲﾝとしてまとめた.

次に,ｿﾌﾄｳｪｱの理解性を評価する手法として,ｵ-ﾊﾞ-ﾎ-ﾙによる理解性評価方法を

提案する. -般的にｵ-ﾊﾞ-ﾎ-ﾙとは,ﾊ-ﾄﾞｳｪｱの内部構造の理解を目的としてﾊ-ﾄﾞ

ｳｪｱを分解して組み立てる作業を指す.提案手法では,ｵ-ﾊﾞ-ﾎ-ﾙをｿﾌﾄｳｪｱの理解

に応用する･すなわち,分解されたｿﾌﾄｳｪｱを組み立てる過程を分析することにより,ｿﾌﾄｳｪ

ｱに含まれる理解性の問題を発見する.本論文では,提案手法の有用性を確認するために,提

案手法により発見された理解性の間題を修正したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑと修正していないﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑについ

て,ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞに要した時間を比較する実験を行った.実験の結果,提案手法により発見された理

解性の問題を修正したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞに要した時間が短くなることを確認した.



(論文審査結果の要旨)

本学位論文は,修正や機能拡張などが繰り返されることにより複雑化したｿﾌﾄｳｪｱの保守性,

特に変更容易性と理解性の評価手法を提案している.本論文おいて提案された評価手法は以

下の2点であった.

1.ｺ-ﾄﾞｸﾛ-ﾝ分析によるｿﾌﾄｳｪｱ変更容易性評価手法

2.ｵ-ﾊﾞ-ﾎ-ﾙによるｿﾌﾄｳｪｱ理解性評価手法

従来,複雑化したｿﾌﾄｳｪｱの保守性を評価する研究として,ｿ-ｽｺ-ﾄﾞの複雑度を

定量的に計測する方法や,保守に要した労力や時間を計測する方法が考えられてきた.しか

し前者の場合,複雑度と保守性との間の相関が明確ではなく,また保守性の具体的な改善方

法が提示できないために,保守現場において適用が困難であった.また後者の場合,保守に

要した時間を計測することは,保守性だけでなく,保守作業の量,作業者の性質,作業の能

率などを含むため,正確に保守性を評価しているとはいえなかった.

これらの間題に対して, 1.ｺ-ﾄﾞｸﾛ-ﾝ分析によるｿﾌﾄｳｪｱ変更容易性評価手法

は,ｿﾌﾄｳｪｱの構造を複雑にし,ｿﾌﾄｳｪｱ晶質を低下させる-因であると言われて

いるｺ-ﾄﾞｸﾛ-ﾝに着目し,その変更容易性-の影響を整理したうえで評価に必要な基準

値とともに評価する方法を提案した.ｿﾌﾄｳｪｱに含まれるｺ-ﾄﾞｸﾛ-ﾝの含有量を計

測することによって,変更容易性を評価することを可能にし,特に, 125個のｵ-ﾌﾟﾝｿ-

ｽｿﾌﾄｳｪｱをｺ-ﾄﾞｸﾛ-ﾝ分析することで評価基準を提案していること,さらにｺ-

ﾄﾞｸﾛ-ﾝを削減する具体的な方法についても示唆しており,新規性を持ち,尚且つ,ｿﾌ

ﾄｳｪｱ保守性評価に非常に有用な手法であるといえる.

2.ｵ-ﾊﾞ-ﾎ-ﾙによるｿﾌﾄｳｪｱ理解性評価手法では,保守作業者がｿﾌﾄｳｪｱ

を理解するﾌﾟﾛｾｽを外在化する手法である.分解されたｿﾌﾄｳｪｱを再統合する過程を

分析することにより,ｿﾌﾄｳｪｱに含まれる理解性の問題を発見する方法を提案した.従

来の理解性評価は,開発者と関係者がﾁｪｯｸﾘｽﾄを用いて定性的に評価されてきたが,

提案手法は,分解されたｿ-ｽｺ-ﾄﾞを並べ替えるという具体的な目標と作業により定量的

に評価できる.また,提案手法により発見された理解性の問題を修正したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾃﾞ

ﾊﾞｯｸﾞに要した時間が短くなることを確認したことにより提案方法の有効性も明確に示さ

れている.

以上のとおり,本論文は,複雑化したｿﾌﾄｳｪｱの保守性の評価するための具体的な手

法を提案しており,実験によってその有効性が示されている.この研究成果は,今後のｿﾌ

ﾄｳｪｱの保守性評価方法について,保守性改善の具体的な改善方法を視野に入れた新しい

方向性を与え,ｿﾌﾄｳｪｱの保守性向上のための技術の発展に貢献するものであるため,

本論文は博士(工学)論文として価値あるものと認める.


